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温のピークは大きく分けて 7 月下旬～8 月上
旬と 8 月後半の 2 回にわたって見られ（第 1
























































第 1 図 全国アメダス地点における、真夏日（橙色）、猛暑日（赤色）、日最低気温 25℃以上（青色）の地点数。 
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の推移を第 2 図に示す。対流圏上層（第 2 図






















断面図を第 3 図に示す。8 月中旬に、160oE 付
近から高渦位域が西進し、これに数日遅れて
 
第 2 図 2012 年 8 月後半における日本付近の循環場の推移。2012 年 8 月 16 日（上段）、20 日（中段）、及び 24
日（下段）を中心とした 5 日移動平均場。（左列）200hPa 流線関数平年差（コンター間隔: 5×106 m2/s; 実線は
正、点線は負）、OLR 平年差（陰影; 単位: W/m2; 負偏差のみ描画）と波の活動度フラックス（WAF; 矢印）、（中
列）左列図と同じだが、850hPa でコンター間隔は 2.5×106 m2/s、（右列）350K 等温位面渦位（陰影; 単位: s-1）





















伝播指数 W を式で表すと、 












ける 30oN の北側 15o、南側 15oで領域平均した
2PVU 面上の温位の差で定義する。砕波指数 B
を式で表すと、 







10o～25oN の領域で平均した 850hPa 高度の差
で定義する。PJ 指数 P を式で表すと、 






第 3図 25oN～35oNで平均した 350K等温位面渦位（陰





第 4 図 波束伝播指数（緑線）、砕波指数（赤線）、












































第 5 図 1979～2012 年の 7、8 月に日本付近で砕波が顕著だった 15 事例の合成図。（上段）砕波のピークの 6
日前（day-6）、（中段）ピーク日（day0）、及び（下段）ピークの 2 日後（day+2）を中心とした 5 日平均場
の合成図。（左列）200hPa 流線関数平年差（黒線; コンター間隔: 1×106 m2/s; 実線は正、点線は負、90（95）%
信頼度水準で統計的に有意な領域に薄（濃）陰影）、OLR 平年差（紫線; コンター間隔: 10W/m2; 負偏差のみ描
画）と波の活動度フラックス（WAF; 矢印）、（中列）左図と同じだが、850hPa でコンター間隔は 0.5×106 m2/s、




















 さらに、基準日の 10 日前（day-10）から





































第 6 図 第 3 図と同じ。ただし、25oN～30oN で平均し
た 350K 等温位面渦位（陰影; 単位: s-1）と 15oN～25oN
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